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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
私たち3班のテーマは、「これからの大学図書館職員のあり方を考える」です。
これについて私たちが討議した結果を報告します。
タイトルは「ハブになろう！」です。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
現在、大学図書館を取り巻く環境は変化してきており、業務が多様化する一方で、人材不足に悩まされています。
図書館だけで何かをするには限界がある…積極的に図書館の外とも連携していこうよ！というお話をします。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
ある図書館職員は悩んでいました。
「セリフ」
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
先生に一斉メールを出してみました。
しかし反応がありません。
もしくは、「もう授業でやった」と言われてしまいました。
図書館員はそんなこと知りませんでした。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
「セリフ」
「そうだ。連携だ！ハブになろう！！へ～～んしん！！！」
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
「セリフ」
「そうだ。連携だ！ハブになろう！！へ～～んしん！！！」
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
「シャーーッ！！」
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
生息地：図書館
毒の種類：図書館にいきたくなる、図書館を使いたくなる毒
活動時間：開館時間(だけとは限りません)
治療法：図書館資の資料、図書館セミナー、講習会
生態：魅力的な言葉(図書館発信の企画)で近づき、かみつきます(連携を求めます)
かみつかれると図書館を利用したり、図書館で本を借りたりしたくなります。
かみつき方：直接、メール、口コミ、掲示板、ｗｅｂ、ＨＰ
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
見事ハブになった図書館職員は、まず魅力的な蔵書構成、必要とされる資料のある図書館を目指して、先生にかみつきます。
「セリフ」
かみつかれた先生は関連資料を言って逃れました。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
しかし、すでにハブの毒は回っていたのです。
後日、教えた本が入荷されたので、先生は学生にすすめます。
学生も
「セリフ」
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
こうして、興味のある本が増える→図書館に来る→もっと色々な本を読みたくなる→図書館がよく使われる、という魅力的な蔵書構築と図書館の活性化が期待されます。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
次に学修支援を考えたハブは「学生のレポートの質を上げますよー」と誘惑して先生にかみつきます。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
毒の回った先生は学生にセミナーをすすめます。
学生も、先生から言われたら行ってみようかな、と考えます。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
セミナーで成果を上げられたら、次の利用にもつながります。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
今度はリポジトリです。
「セリフ」
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
この他、院生にかみついてTAとして図書館での学修支援をしてもらったり、卒業生にかみついて就職活動や就職先の話などをしてもらったり、他部署の職員にかみついて、オリエンテーションの機会をもらったり、近隣の研究機関や地方自治体にかみついて研究成果を共有したり、出版社や書店にかみついて、外部講師として招いたり、色々な連携が考えられます。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
しかしそのためには、相手のニーズをはかる観察力や、図書館のことを分析して広報するアピール力、軽いフットワーク、コミュニケーション能力等が必要となります。
「図書館ってこんなことができるんだ！！」と思ってもらうことができれば、先生や学生、職員たちも次の利用に期待し、図書館を使ってくれるようになるかも知れません。
これからの大学図書館員は、学内連携や地域との連携を積極的に考え、お互いに利益のある連携を生み出す「ハブ」になって、どんどんかみついていくといいと思います。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
なお、ハブの毒を抜くには、図書館に来るしかありません。図書館で用意できるのは、もちろん血清ではなく、漢方薬です。リピーターにならざるを得ない仕組みを用意しています。
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